
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 日本語力アップ 
 

 シンチャオ先生 

♦ 日本語教師にインタビュー  

フエ高等短期師範大学 Trương Thị Thu Thủy先生 

♦ 生徒にインタビュー 

フエ高等短期師範大学 Trần Thị Thanh Huyềnさん 
 

 日本への道 

♦ 立命館アジア太平洋大学 Lê Thế Đônさん 

 

 笑顔の日本語クラス 

♦ Nguyễn Tri Phương中学校（フエ） Nguyễn Thị Nam Anh先生 

 

 ♪日本語でうたをうたいました♪ 

 

 短期日本語パートナーズからのコメント 

 

 離着任の挨拶 

 

 

 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

ニューズレター2017 年 4 月号（第 5 号） 



                                                                                                                

  

 

 この世でいちばんつまらない本、それはズバリ…教科書!  

 これにうなずいている人は多いのではないでしょうか。教科書を読むと眠くなるとか、教科書

に書いてあることは頭に入らないという人もいるかもしれません。でもやっぱりたくさんの日本

語を読むことは、日本語を勉強するときには大切ですよね。そこで今回は、教科書じゃない日本

語の本を楽しみながらたくさん読む「多読」をご紹介します。 

多読って何? 

 NPO 多言語多読のウェブサイトによると、多読とは「外国語をごくやさしいものから楽しみながらどんどん読ん

でいくこと」だそうです。ただ、読み方にちょっと特徴があるようです。 

 多読では、わからない言葉があっても辞書で調べません。そのまま読んでいきます。その代わりにとても簡単な

ものから読み始めます。読むものは、教科書の「本文」ではありません。絵本やマンガなど、

読めそうだな、面白そうだなと思うものを読んでいきます。途中で分からなくなったり、面白

くないなと思ったりしたら、読むのをやめてほかの本に替えても OK です。このように気軽に

楽しく日本語の本を読むことができますから長く続けられますし、知らないうちにたくさんの

言葉や表現が身につきます。 

どんな本を読めばいいの? 

 NPO 多言語多読では多読のための本を出版していますが、ベトナムで手に入れるのは難しいですね。でも、ウェ

ブサイトから多読用に作られた本がダウンロードできます。そのサイトを 2 つご紹介します。 

国際交流基金関西国際センターKC よむよむ 

CEFR A1 レベルから A2/B1 レベルまで 24 の読み物があります。 

http://www.jfkc.jp/clip/yomyom/index.html 

日本語学習読本 

レベル 0 から 4 までたくさんの読み物があります。 

http://tadoku.org/learners/book_ja/yomimono_learners 

みなさんも、多読、始めてみませんか? 

 

引用サイト: NPO 多言語多読 http://tadoku.org/ 

 従来の読解や訳読のように、辞書を引きながら難しい外国語の文章をたくさん読むのではありません。 

ごくやさしく短い文の本からはじめて、わからない言葉が出てきても気にせずに、ぐいぐい読み進めて

いきます。 

 今ある力でとにかく読み始めればいいのです。自分がわかるレベルのもの、読みたいものを読んで、 

わからない言葉が出てきたら飛ばして、先を楽しみます。 

NPO 多言語多読ウェブサイトより(下線強調は筆者) http://tadoku.org/teachers/t-about 

国際交流基金関西国際センターKC よむよむ 

http://www.jfkc.jp/clip/yomyom/index.html 

 

日本語力アップ 第 5 回 

タドクのススメ 

―楽しみながら日本語を読もう!― 

国際交流基金 

ベトナム日本文化交流センター 

日本語専門家 黒田朋斎 



                                                                                                                

 

 

 

この「シンチャオ先生」と次の「生徒にインタビュー」のコーナーでは、日本語を教えるベトナム人教師とその生徒であ

るベトナム人学習者の双方にお話を伺い、同じ学びの場において立場の異なる視点から感じたことや経験について記事を

掲載しています。 

今号のインタビューに答えてくださったのは、フエ高等師範短期大学 Trương Thị Thu Thủy先生です。 

 

◆日本語を学び始めたのはいつからで、これまでどのぐらい日本語の先生をしていますか。 

日本語を学び始めたのは１９９９年です。卒業した後今まで１３年間日本の仕事に携わっ

てきました。 

◆どうして日本語の先生になろうと思いましたか。 

２００４年に卒業した後、日本語ガイドとして旅行会社につとめましたが、教師になるのが子

供のころからの夢でしたし自分の時間を持つことができ、家族と過ごす時間があると思いま

した。２００７年に本校で日本語教師の募集がありました。私の夢は現実になりました。 

◆日本語の先生をしていて、大変なことは何ですか。 

初めて日本語を勉強する学生にとって、日本語のかな文字

を教えることは一番大変だと思います。次は漢字です。学生

は間違って覚えられなくて、本当に大きい問題になりました。 

毎日、学生が覚えるために自分で様々な工夫を調べなけれ

ばなりません。 

◆日本語の先生をしていて、嬉しいことは何ですか。 

日本語能力試験の後、学生から合格の知らせもらうこと、学

生が卒業後に仕事で日本語を使ってくれることです。 

◆日本語を教えている生徒はどうですか。 

私が担当している学生はほとんど学習に真面目だし熱心で

す。熱心な学生は発言が多く、私も楽しみです。でも発言し

たり、日本人と話したりする時、まだ恐る恐るで自信を持っ

ていない学生もいます。それはたまに先生たちを困らせまし

た。 

◆日本語を教えている生徒に、望むことは何ですか。 

日本語を教えるだけでなく、学生に日本人のマナーや真面

目な働き方もおしえることにしました。学生が日常生活に応

用できるようになることが希望です。 

 

◆最後に、これからどんな先生になりたいですか。 

私は、教える方法が豊富で、専門性を持った良い先生にな

りたいです。もっと本校の日本語教育を発展させていくことが

できると思います。 

日本での研修にて、学生さんと 

 



                                                                                                                

 

 

この「生徒にインタビュー」と前の「シンチャオ先生」のコーナーでは、日本語を教えるベトナム人教師とその生徒であ

るベトナム人学習者の双方にお話を伺い、同じ学びの場において、立場の異なる視点から感じたことや経験について記事

を掲載しています。 

今号のインタビューに答えてくださったのは、                                 

フエ高等短期師範大学で日本語を勉強している Trần Thị Thanh Huyềnさんです。 

 

 

 約３年前から日本語を勉強し始めました。大学３年生のころです。どうして日本語を勉

強しようと思ったかというと外国語を勉強することが楽しくて、好きだからです。外国語を勉

強したら、世界中のいろいろな人と話せると思い、また、日本の文化と日本のアニメにも興味

がありました。とくに、漫画はほとんどベトナム語で読みましたが、アニメだけは日本語で見ま

した。日本語の専攻はとても良く、卒業後は就職しやすく、私の夢はいつか日本へ留学する

ことです。そのため、日本語を勉強しようと思いました。 

私の先生はいつもクラスで日本語を教えてくれ、ときどき、生活の経験も教えてくれました。先生は親切で専門

知識があり、とてもいい人です。勉強するとき、わからないことについては、先生にいろいろ聞きました。先生は詳

しく分かりやすく説明してくれます。私達の発音がよくない時も、先生は私達に教えてくれました。先生は東京の人

なので、日本語の発音は分かりやすいです。先生の授業は絵を描いて教えて、例をあげます。先生の授業はい

つも面白い授業でした。 

日本語は世界で一番難しいと思います。日本語の中で難しいことはたくさんがありますが、その中でも私にとっ

て難しいことは自動詞と他動詞です。私は勉強しても、なかなか覚えられません。いつも間違えてしまいました。

また、漢字もいっぱいあって、とても複雑に感じます。漢字は勉強するのは難しいですが楽しいです。例えば、「名

字」という単語で「名」という漢字が「みょう」と読まれていますが、「有名」という単語では「めい」です。多くの漢字

は、他の漢字に似ている要素を含んでいます。新しい要素を付ける時、漢字の意味の変化を学ぶのは楽しいで

す。 

つまり、私の言いたいことは日本の教育はとても大好きだと言うことです。なぜかといういと、日本人の子供は自

立できるように育てられています。勉強以外にいろいろな活動に参加して、例えば音楽クラブ、野球クラブもして

います。今私の日本語はまだ上手じゃないのでこれからも、日本語を                             

勉強し続けます。私の夢は日本語の先生になることです。遠い将来、                          

日本語でどんなことができるかまだわかりませんが、近い将来、生徒                            

に日本語を教えていることでしょう。 

 



 

                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この「日本への道」のコーナーでは、日本に留学経験のあるベトナム人の方にお話を伺っています。 

今日本語を学習しているみなさんの中にも、日本への留学に関心がある人が多いのではないかと思います。留学のた

めにはどのような準備が必要か、日本の生活や留学を通して得られることにはどんなことがあるか、今留学している

先輩のお話を読んで、少しでも参考にしていただければと思います。 

現在、大分県別府市立命館アジア太平洋大学に留学し学んでいます。子どもの時、お姉さんの影響を受

けて、アニメや漫画などの日本の文化に触れました。日本は経済発展も素晴らしく、古い文化と新しい文化

が融合した国です。したがって、アニメなど独自の文化とともに日本の社会全体の文化などにも非常に興味

があります。日本古来からの伝統文化や日本社会や通信などについて広く深く学ぶために留学しました。 

 

 

今号の執筆者： 

立命館アジア太平洋大学 Lê Thế Đônさん 

 

私の学校は国際学校で、すべての授業や会話などは英語で行なわれているので、入学したとき、日本語

力はあまり必要ないと思っていました。しかし、国際学校とあっても生活し学ぶところは日本です。そう考え

て、日本に行く前にある程度の日本語力を身につけなければならないと思い、日本の勉強を始めました。 

 

 

現在、大分県の別府市に住んでいます。別府市はそう大きな町ではありませんが、山があり、川や海

もあって、地理的に見るとダナン市に非常によく似ています。前述したように別府市は地方都市の小さ

な町なので、食事やアパート代など毎月の生活は約 6万円から 7 万円ほどで、安く抑えられます。 

 

 
勉強している学校は国際学校なので、日本に来たばかりのころは他の所の留学生とは違い日本語の

不安はありませんでした。しかし、日本での生活の中では、日本語を使わなければならないし、また、学

校の授業でもしっかり勉強しなければなりません。勉強の圧力もありますが大したことはないです。多分

学校の教育プログラムは欧米において形成されてきた近代教育を行なっているので、ベトナム人の留

学生は日本に来たばかりのころは、少し戸惑うことがあると思います。でも、慣れたら問題はなくなりまし

た。現に大学では勉強だけなら、時間に余裕がたくさんあります。そして、大学生は他の大学生よりず

ば抜けて時間の使い方、管理がうまいです。学校には様々な目的を持つサークルやグループがあり、

学校側も学生が部活動やボランティアなどの活動に参加することに対し、激励します。今、ベトナム学

生青年協会VYSAの APU である支部に参加しています。その協会は在日しているベトナム人に対し

て様々な活動やイベントを行なっています。勉強や部活動以外には生活費を得るためのアルバイトも

行っています。                                                 

 

◎留学先でどんな生活を送っていますか。よろしければ、具体的におしえてください。 

 

◎いつから日本語を勉強していますか。 

 

◎今どこに留学していますか。また、今どんなことを研究（勉強）していますか。 

 

◎日本では、どんなところに住んでいますか。また、日本で生活するためにどのぐらいお金が必要ですか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

◎留学を考えている人へのアドバイスをお願いします。 

◎留学していて、楽しいこと、大変なことは何ですか。 

日本に限らず外国への留学を考えてみる皆さんには次のアドバイスを送ります。留学するためには、どのよ

うな目標を持ち、どのような成果を求めるのかを明確にする中で、留学を果たした時は以前に決めた計画

に沿って、活動を行うことが大切です。異国の生活は様々な困難が伴います。場合によっては国に帰りた

いと思うことがあるかもしれません。そんな寂しいときや落ち込んだ時「なぜ留学を決めたのか」、「なぜ今ま

で頑張り続けてきたのか」、「なぜ今ここにいるのか」を自分に問いただすと、諦めずに頑張れる勇気が湧い

てくるからです。実は、留学することは難しいことです。その中で特に、日本は何事にもルールが厳しく留学

生は慣れるまで厳しい環境の中で生活することになることから困難が伴います。留学した場合は外交官の

ような立場だと意識し、言動や行動に気をつけなければなりません。あなたの日本での行動は、あなたの

行動と思われるのではなく、ベトナム人の行動だと思われるのです。良いことをすると、ベトナム人は良い人

と思われ、悪いことをするとベトナム人が悪い人と思われるのです。以前、ベトナムの外交官特命全権大使

グエン・クオック・クオックさんにお会いたしたことがありました。その際、グエン・クオック・クオックさんはこん

なことを仰っていました。留学生は大使だと思います。みなさんは、常に日本人に接することでベトナムの

文化を紹介し、ベトナム人の良さをアピールすることができるのです。私は、毎日、クーラーの付いた事務

所で事務処理する以外、何も出来ません。外国では、誘惑が沢山ありますが、ベトナム人の代表として正

しく行動してください。 

 

 

留学の一番楽しいことはベトナムでテレビやネットなど、メディアを通じてしか知ることができなかったことを、その

国に行って留学先の国の独自の文化などについて実体験できることです。学んでいる学校は、国際学校なの

で様々な国の学生たちと交流できることはとても素晴らしいです。多様な文化が入り混じる中で、学んでいる国

際学校には日本古来からの由緒ある伝統的な文化もあります。また、日本の伝統的な大衆文化が前からずっ

と好きでしたので、日本に来て実際にその文化に接して今では大変凝っています。以前、ベトナムでバーチャ

ルアイドルとしての初音ミクなどの歌手やアイドルグループのコンサートやワンフェス、コミケットの写真しか見るこ

とができませんでした。しかし、日本に来て、実際にそのイベントに参加し直に体験することが出来ます。 

大変なことといえば、すべてを自分がやらなければいけないということです。ベトナムでは学生という立場で勉強

だけしていれば、母親をはじめとして家族がすべてをやってくれました。留学をすれば、周りにサポートしてくれ

る人は誰もいません。掃除、洗濯、アルバイトや様々な手続きなど、すべてを人に頼らず自分でやることが必

然になります。最初は誰でも戸惑いますが、徐々に慣れてくるので、やがて時間が解決してくれます。 

 

 

＊お知らせ＊ 

日本留学Ｑ＆Ａ 

在ベトナム日本国大使館のＷＥＢサイトで、 

日本留学についての様々な情報を知ることができます。 

日本留学に関心のある方は、以下のサイトへアクセスして

みてください。 

http://www.vn.emb-japan.go.jp/jp/culture/jp_ryugaku.html 

http://www.vn.emb-japan.go.jp/jp/culture/jp_ryugaku.html


                                                                                                                

 

 

 

 

私のクラスでは、教科書『にほんご』の課を教えた後、授業で勉強したことについて生徒に発表させます。 

今回は、私が一番印象に残っている、生徒の工夫についてご紹介します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語８第３課（しょどうきょうしつ） 

 

発表のため生徒は1週間の授業表を作

ったり飾ったりしました。 

日本語８第７課（みちをきく） 

 

ガイドさんが観光客を観光地ま

で案内して、その観光地につい

て紹介してあげたという面白い

劇を作りました。 

日本語８第８課（ならいごと） 

 
自分の能力や趣味に合う発表を行いました。 

 

このグループは、手品の授業の

ため道具を授業に持ってきて手

品を披露しました。 

 

このグループは音楽について紹介しま

した。1人は桜の歌を歌って、1人は

ギターを弾いて、1人はカホンを叩き

ました。本当に面白い授業でした。 

Nguyễn Tri Phương中学校（フエ） 

日本語教師 Nguyễn Thị Nam Anh先生 



 

 

このように、生徒の協力、創造力、発信力を高めるため、各課にあるテーマについて勉強した後、生徒に後発表さ

せました。生徒の努力、発表への工夫を見て、自分ももっと頑張らなければならないと気づきました。 

 

それで教科書にはない「ロボットと社会」というテーマの授業を行いました。この授業は上記の能力以外に、 

生徒に社会に対する責任を身に付けさせる目的もあります。以下は授業の様子です。 

 

 

 

 

 

 

生徒はグループで相談して、周り

にある問題を1 つ選んでロボット

に解決してもらおうと考えます。 

 

ロボットの形、機能について考

えています…。 

 

授業のはじめ。クラスの雰囲気

は普段と違いましたね。 

 

ロボットを描いています。 

 

グループごとに発表します。このグループ

の作品は「いい睡眠をもたらすロボット」

です。生徒たち、日本語以外にも物理や科

学の知識も持っていたなんて！ 

生徒は本当に頭が良く、授業でもその力を発揮していると思います。 

新しい時代に必要な能力をつけるために、このような活動や授業を行っていきたいと思います。😊 

 各グループが 

 作成したもの 

 



                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 3月18日に、一般財団法人アジア国際交流奨学財団様が主

催する、第2回 TOPJ 中高生スピーチコンテストがハノイで行われ、

高校生は日本語でスピーチを、中学生は日本語で歌を披露しました。 

今回は、中学生の部に出場した、2人の生徒さんに一言コメントをいた

だきましたので、掲載します。 

 

Ly Thuong Kiet中学校 8A4クラス

Pham Le Minhさん 

 

Trung Vuong中学校 7I2クラス      

Vu Hoang Bao Hanさん 

 



                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 3 月 22 日から 4 月 2 日まで、  

「短期日本語パートナーズ」として、長崎大学

の学生6名がハノイとハイフォンを訪れまし

た。短期日本語パートナーズは、中高校生や

大学生との交流を通して、日本語・日本文化

をベトナム人の生徒／学生に伝えるだけでな

く、ベトナム語・ベトナム文化についてもたくさん

吸収できたようです。 

このコーナーでは、短期パートナーズからの一

言コメントを掲載します。 



                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さま、はじめまして。この度、ハノイに着任しました大塚と

申します。主に JF講座を担当しますが、広くベトナムの日

本語教育に関わっていきたいと思っています。ベトナムには

仕事、プライベート合わせて１０回くらい訪問していますが、

特にハノイは以前から住んでみたいと思っていた街でした。

ハノイには妖しい路地がたくさんあり、この奥には何があるの

だろうと、いつも興味を掻き立てられています。仕事も生活

も楽しく取り組んでいきたいと思いますので、家族ともども、ど

うぞ、よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 

 

3 月 24日に大塚 武司（おおつか たけし）

日本語専門家がハノイに着任しました。 

日本語専門家 

大塚 武司（おおつか たけし） 

 

4月 1日にハノイ駐在の古閑 紘子（こが ひろこ）   

日本語専門家が 3年間の任期を終え、帰国しました。 

日本語専門家 

古閑 紘子（こが ひろこ） 

 

また、私はハノイの JF 講座の運営を担当していまし

たが、そこで出会った先生方、受講生の皆さんから

学ぶことは非常に多く、ハノイで過ごした３年間は私

の日本語教育人生の中で本当に大切な３年間となり

ました。困難を感じることもありましたが、周りで支えて

くれた皆様のおかげで、全てが自分の成長につなが

ったと思っています。一つ残念なことは、あまりベトナ

ム国内を旅行できなかったことなので、また近々ベト

ナムに戻ってきて、ハノイ以外にもいろいろな場所を

訪れたいと思います！私を大きく成長させてくれたベ

トナム、どうもありがとう:-) 
 

2014 年 4月 2日に初めてベトナムに来た時、自分が考えていた以上にハノイが心地よい場所でとても

ホッとしたのを覚えています。東南アジアで暮らすのはベトナムが初めてでしたが、活気があって、ベトナ

ム語が全然話せない私でも受け入れてくれる明るく優しい人々がいるこの場所が、自分の「東南アジアで

最初に暮らした地」になったことは、とても幸せなことでした。 
 
 
 
 

 


